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『感謝』
6月13日・14日の2日間に6年生が修学旅行に行ってきました。石川県で修学旅行を行っている

小学校は、能美市と川北町のみです。これまでは能登方面を訪れて珠洲市や輪島市に宿をとる日程でし

たが、今年度は能登半島地震発生のため福井県中心のルートに変更しました。

出発式では多くの方のおかげで今年度の修学旅行が実現できたことを伝え、次の３つについて子供た

ちに話をしました。

・「福井県の自然や歴史・文化を肌で感じながら、ふるさと能美市や石川県の魅力を再発見できるよう

わくわくしながら学んできましょう」

・「感謝の気持ちを忘れずに、周りの人がにこにこ笑顔になる行動を自分たちで考えていきましょう」

・「万が一に備え、自分でも非常口を確認したり、落ち着いて集団行動をしたりするなど全員で

きびきびと活動しましょう」

活動が始まると6年生は普段の学校生活以上に、みずから考えて行動していることが伺え、「感謝」

の気持ちが自他を思いやる行動や「ありがとう」の言葉となって表れていました。

◎バスの乗降の際や施設の入退場で「こんにちわ」「お願いします」「ありがとうございました」と

すすんで挨拶をする姿

◎全員が集合した場では、教師が声をかけなくても自然と私語をやめて教師の話を聴く姿

◎グループ活動では男女互いに思いやりながら限られた時間を大切に行動する姿

◎食事時にみんなが入れた椅子をさらに整えて、従業員の方に「ありがとう」と伝えて退室する姿

◎宿泊先でも周囲に配慮した行動を心がけ、時間を守って入浴や就寝・起床する姿

＋１ 共にのばそう 心の根っこ 

～ みずから わくわく みずから にこにこ みずから きびきび ～



学びの場を社会に移した2日間に集団生活や社会のルールやマナーを考えて気持ちの良い行動をした

6年生の姿から、未来の社会人としての成長を感じました。子供たちの可能性は無限大です。

この修学旅行は子供たちにとって忘れられない思い出になったことでしょう。子供たちが修学旅行を

通じて学んだことや感じたことをこれからの生活にどのように活かしていくのか、今後に大きな期待が

膨らみます。

能美市の子供たちがこれまでの修学旅行でお世話になった能登では、大きな悲しみに負けずに復興に

向けて大変なご苦労をされている方が多くいらっしゃることを忘れてはなりません。今回の学びや経験

が能登で頑張っている方々に、やがて、どこかで繋がっていけるように、これからも子供たちの学びを

促し、支え続けていきたいと思います。

実施するにあたり、ご協力いただきました保護者の皆様、関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

浜小学校HPに各種おたより、下校時刻、活動の様子等を掲載しています。ぜひ、ご覧下さい。
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